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ＩＴカイゼンの仲間たち 

ミツモリ将軍Ｈ３Ｍ 

Bankin-meister 

見積ｅ之助 

光宗さん 

奥山さん 

菊池さん 

菅原さん 

庄司さん 
笠原さん 

皆川さん 

今野さん 

ザ・見積管理 
システム 

ミツモリ君 さらっとさんＶｅｒ１ 
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研修会風景 
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スケジュール（２０１１年８月～） 

• 第１回 業務と情報 

• 第２回 情報連携を見る 

• 第３回 情報の定義 

• 第4回 受注管理を作る 

• 第5回 （総復習） 

• 第6回 見積りの基本 

• 第7回 マスタを作る 

• 第8回 ロジックを書く 

• 第9回 プロト作成 

• 第10回 （総復習） 

• 第11回 見積り画面作成 

• 第12回 個別業務プラン 

• 第13回 業務ｊ実装実習 

• 第14回 実装動作確認 

• 第15回 発表会準備 
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もくじ 

1. ＩＴ（アイティー）ということばの再定義 

2. 中小製造業／小規模製造業の強み 

3. なぜ「ＩＴカイゼン」なのか？ 

4. 情報連携：自分でできるシステム化 

5. 見積りシステム（テンプレート）の紹介 

6. コンテキサーでできること 

7. ネットワーキング（交流）へ向けて 

 

ＡＰＳＯＭ 
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ＩＴ（アイティー）という 
ことばの再定義 

情報技術≠ＩＴ（アイティー） 

第一幕 

ＡＰＳＯＭ 
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ＩＴの壁はますます高く！ 

ＩＴの壁 

ＩＴの世界 

一般の世界 
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製造業におけるITの認識 

常に進化する製造現場 

進化を拒むITシステム 

VS 
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動かない 
システム 

効果に 
見合った 
価格 

非常に 
高価な 
価格 

現実的 
でない 
価格 

仕様を満たす 
システム 

利用可能な 
システム 

拡張可能な 
システム 

動かない 
システム 

仕様を満たす 
システム 

利用可能な 
システム 

拡張可能な 
システム 

動かない 
システム 

仕様を満たす 
システム 

利用可能な 
システム 

拡張可能な 
システム 

数少ない 
現実（理想） 

多くの 
現実 

なかなか 
減らない現実 

ＩＴシステム導入の現状 
７０％は失敗している！？ 
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ＩＴ（ＩＣＴ）とはなにか？ 

計算機能（Calculation / Computation) 

通信機能（Communication / Collaboration) 

ＩＴ経営って何？ 

ＩＴを効果的（積極的？）に利用／活用した経営 
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デジタル機器＆高速計算（通信）技術 

ＩＴ（Information Technology） 

とは 



©２０１２ ものづくりＡＰＳ推進機構 

情報技術 

情（相手の思いや困りごと）に報いるための技術 

とは 
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情（じょう）の意味 

1. 物に感じて動く心の働き。感情。「憂国の＿」「好悪の＿」
「知＿意」 

2. 他人に対する思いやりの気持ち。なさけ。人情。「＿の深い
人」「＿にもろい」 

3. まごころ。誠意。 

4. 意地。 

5. 男女間の愛情。また、情欲。「夫婦の＿」「＿を交わす」 

6. 事情。いきさつ。「＿を明かす」 

7. おもむき。味わい。趣味 
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情報技術の階層構造 

規約 

知識 

情報 

データ 

信号、記号 

データを構造化し 
利用可能な形にする 

状況におうじて情報に 
意味を付与する 

知識を共有しその適用 
を合意する 
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現場システムは抹消神経？ 

基幹情報 
システム 

受注 
システム 

購買管理 
システム 

品質管理 
システム 

生産管理 
システム 

現場の 
システム 

現場の 
システム 

現場の 
システム 

自動化 
ライン 

自動倉庫 

FA機器 

社長 
専務 
取締役 
・・・ 
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抹消神経が全体を動かす！ 

自動化 
ライン 

倉庫 

FA機器 

受注 
システム 

購買管理 
システム 

品質管理 
システム 

在庫管理 
システム 

保守保全 
システム 

設計管理 
システム 

管理会計 
システム 

作業者管理 
システム 

生産管理 
システム 

搬送設備 装置 

現場発 
ITカイゼンの基本思想 
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中小製造業／小規模製造業 
の強み 

第二幕 

ＡＰＳＯＭ 
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現場は競争力の源泉 

受注情報 

発注情報 

企業内 
サプライチェーン 

製品情報 

設備情報 

企業内 
エンジニアリング 
チェーン 

経営情報 

実行情報 

現場中心の問題解決 
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さまざまな現場 

• 設計の現場 

–実際の知識を知っている（過去から今） 

• 製造の現場 

–実際の製造を知っている（今この場所） 

• 販売／サービスの現場 

–実際の要求を知っている（今から将来） 

• 経営の現場 

–実際の利害を知っている（過去から将来まで） 

生きた（活きた） 
情報がある場所 
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お金が儲かるＩＴとは？ 

情報をお金に変える！！ 

ＩＴの保持コスト ＩＴによる収益 

ＩＴ資産 ＩＴの負債 

貸借対照表（ＢＳ） 

損益計算書（ＰＬ） 

利益 

償却資産 

次年度 
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製造技術 

設計技術 情報技術 

MakeMoney 

付加価値を決め
る技術とは？ 

知識（情報資産）を 
モノ（製品）に変える技術 

顧客の要求を知識 
（情報資産）に変える技術 

個々の要求と個々の 
アクションをつなぐ技術 
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過去情報を活かせ！ 

情報（資産）を利益に変える 

過去の事実を価値に変える 

明日のためにその１ 

明日のためにその２ 
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想定外に強くなれ！ 

情報の流れを素早く変える 

半定型的な処理を常とする 

明日のためにその３ 

明日のためにその４ 
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なぜ「ＩＴカイゼン」なのか？ 

第三幕 

ＡＰＳＯＭ 
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情報に関する７つのムダ 

1. 必要な情報を探すムダ 

2. 必要な情報の到着を待つムダ 

3. 不要な情報を生成するムダ 

4. 不正確な情報を修正するムダ 

5. そもそも情報を蓄積するムダ 

6. そもそも情報を伝達するムダ 

7. 情報の意味や精度を確認するムダ 

 



©２０１２ ものづくりＡＰＳ推進機構 

ITカイゼンの勧め 

“ITカイゼン”とは、業務のムリ、ムダ、

ムラをなくすために、現場が中心と
なって情報の流れをよくすること。  

情報構造の 
見える化 

５Ｓ（整理・整頓） 

ステップ１ 

情報の流れの 
見える化 

問題発見 

ステップ２ 

業務間・部門間 
の情報連携 

問題解決 

ステップ３ 
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２種類の“ＩＴ”を区別しよう！ 

装置としての 
“ＩＴ” 

 
 
 
 
 

道具としての 
“ＩＴ” 

道具としての 
“ＩＴ” 

作業者 

作業者 

作業者が中心 

装置が中心 

設計が先！（トップダウン） 実行が先！（ボトムアップ） 

進化可能な“ＩＴ”は 
こちらのタイプ 

金融、 

流通、 

地方自治体 

・・・ 
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製造情報 

設計情報 販売情報 

ＩＴ 

ＩＴ 

ＩＴ 

IT利活用では 
部門間の壁 
業務間の壁 
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製造情報 

設計情報 販売情報 

ＩＴ 

ＩＴ 

ＩＴ 

必要な情報の 
ほんの一部 

手書き伝票 

メモ 

図面書込み 

附箋 

FAX 

伝言 

ホワイトボード 

掲示板 
館内放送 

朝礼 

作業日報 

業務台帳 

経験則 

暗黙ルール 

帳票 

現品票 

Excelシート Webサイト 

ツイッター 

メール 

書置き 

備忘録 

整理ノート 

手順書 

スケッチ 
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製造情報 

設計情報 販売情報 

ＩＴ 

ＩＴ 

ＩＴ 

必要な情報の 
ほんの一部 

手書き伝票 

メモ 

図面書込み 

附箋 

FAX 

伝言 

ホワイトボード 

掲示板 

館内放送 

朝礼 

作業日報 

業務台帳 

経験則 

暗黙ルール 

帳票 

現品票 

Excelシート Webサイト 

ツイッター 

メール 

書置き 

備忘録 

整理ノート 

手順書 

スケッチ 

個別のカイゼン 
（整理・整頓） 

個別のカイゼン 
（整理・整頓） 

個別のカイゼン 
（整理・整頓） 

個別のカイゼン 
（整理・整頓） 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 
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製造情報 

設計情報 販売情報 

ＩＴ 

ＩＴ 

ＩＴ 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 

ミニDB 

情報連携 

情報連携 

情報連携 
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ＩＴ 

ＩＴ 

ＩＴ 

個々の要求と個々の 
アクションをつなぐ技術 

現状（いま、どこで 
何が起きている？） 

現状（情報はどこでだ
れが管理している？） 

情報（連携）技術 

製造情報 

設計情報 
販売情報 

知識（情報資産）を 
モノ（製品）に変える技術 

顧客の要求を知識 

（情報資産）に変え
る技術 

製品（サービス）を 
お金に変える技術 

原価情報 
価値情報 

製造のリソース 
（社内／協力企業） 

設計のリソース 
（図面／技術情報） 

情報技術が 
企業を変える 
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情報連携： 
自分でできるシステム化 

第四幕 

ＡＰＳＯＭ 
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ＩＴカイゼン３つの心得 

• 自分自身でカイゼンする 

–できるところは業務担当者が自分でやり、それ以
外の部分をＩＴ担当者に依頼すること 

• 実施してからカイゼンする 

–できたシステムは我慢してでも利用し、その上で
次のカイゼンへつなげること 

• カイゼンの事実を共有する 
– カイゼンした事実は記録し、その結果としてどの
ような効果があったかを示すこと 
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ホップ、ステップ、ジャンプ 

その１：情報の見える化 

その２：連携の見える化 

その３：業務の見える化 
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その１：情報の見える化 

• ３か月１一回未満のもの（情報のやりとり）は、
ここでは無視して構いません。 

• 相手がコンピュータ（基幹システム等）の場合
であっても、その情報の送り手（設定した人）
を示してください。 

• 口頭やミーティング、ホワイトボードなどの情
報も含めてください。 

• 経営者が見たい情報（集計情報、解析情報）
ではなく、その元となる情報を示してください。 

37 
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得意先 
（お客様） 

仕入先 

外注加工 
パートナー 

運送業者 

代理店（商社） 

38 

情報やりとり図 
（ビジネスモデル） 

①ビジネスモデル全体のチャート 
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得意先 
（お客様） 

営業担当 
（私） 

見積り
依頼書 

見積書 

注文書 

仕様書 
図面等 

検査依
頼書 

メール 
郵送 
ＦＡＸ 
ＥＤＩ 
電話 
・・・ 

４件／日 
メール３０、 
ＦＡＸ４０ 

８０件／日 
ＥＤＩ４０、ＦＡＸ３０、メール２０ 

４件／日 
メール３０、ＦＡＸ４０ 

１件／３日 
メール３０、郵送２０、面談１０ 

５件／月 
メール３０、郵送１０ 39 

情報やりとり図 
（得意先） 

②得意先と営業担当者間のチャート 
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営業担当 
（私） 

経理担当 
（高橋さん） 

購買担当 
（鈴木さん） 

製造担当 
（木村さん） 

品質保証担当 
（斉藤さん） 

40 

情報やりとり図 
（社内連携） 

③社内担当者間のチャート 
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情報の最小単位 

受注票＝情報のかたまり 

情報を作る人 
＝営業担当 

情報を受け取る人 
＝資材計画担当 
製造手配担当、・・・ 

アクティビ
ティ：受注内
容を記録する 

得意先名 
＝ＢＢＢ工業 

受注番号 
＝１００３４ 受注日＝11/17 

情報 

情報 

情報 

帳票、画面、・・・ 

なんらかのアクションにつながる単位 41 

受け手がアクション
を行う（行える） 
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ＩＴカイゼンの方法 

• 情報中心アプローチ 
– いまあるデータ（情報）に着目 
– 誰が作った情報か？ 
– 誰が使う情報化？ 

• 情報の種類に注意して名前を付ける 
– マスター型情報 
– トランザクション型情報 
– 加工情報（解析、計画、規約など） 

• 情報の構造を解析する 
– 構成するデータ 
– キーや参照関係は？ 
– 承認、権限などを含むか？ 

①情報を見れば 
フローが分かる 

②フローが見えれば 
ムダが分かる！！ 
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情報（知的資産）の進化モデル 

Plan 

Check 

Do Action 

目標を立てなさい！ 

結果を記録しなさい！ 

対策を実施しなさい！ 

原因を解析しなさい！ 

情報 
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見積りシステム（テンプレート） 
の紹介 

第五幕 

ＡＰＳＯＭ 
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見積りの基本（何を決めるのか） 

• 製造方法と製品品質 
– 複数ある製造方法、製造条件などを決定する 

– 資材の選定、製造装置や治具の選定を行う 

– 検査方法、検査基準などを決定する 

• 製造コストと販売価格 
– コスト要素をリストアップし基準値を定める 

– 予想される物量を設定しコストを積算する 

– 間接費、販管費等を考慮し価格を決定する 

• リードタイムと納期 
– 内作、外作を含め全プロセスをリストアップする 

– 資材の在庫量によっては調達プロセスも含める 

– 負荷と能力を考慮しカレンダー上で日程を定める 

45 
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46 

Ｅｘｃｅｌデータを準備します 

1. 仕入先マスタを
Ｅｘｃｅｌで作成し
ておきます。作
成後は、「仕入
先.csv」という

ファイル名でＣ
ＳＶ形式で保存
します。 

2. 得意先マスタを
Ｅｘｃｅｌで作成し
ておきます。作
成後は、「得意
先.csv」という

ファイル名でＣ
ＳＶ形式で保存
します。 
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見積伝票の表紙情報を設定します。 

1. 見積表紙を選択します。 

2. 修正ボタンをクリックし、
新規モードとします。 

3. 補助画面アイコンをク
リックし、得意先入力
用の補助画面を開き
ます。 

4. 得意先をダブルクリッ
クします。 

5. 案件名を入力し、登録
ボタンをクリックします。 

47 
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案件の個々の図面情報を設定します。 
1. 見積登録を選択します。 

2. 見積実績入力用の補助ア
イコンをクリックします。 

3. 得意先に対応する過去の
見積実績のリストが表示
されます。 

4. 該当する項目があれば、
ドラッグ＆ドロップします。 

5. 必要に応じて項目を複製
します。または、新規に行
を追加します。 

6. 原価項目の行を追加する
か、過去の実績をドラッグ
＆ドロップします。 

7. 原価区分を選択します。 

8. 仕入先を指定します。 

9. 手配を未処理にします。 
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各要素に対し見積依頼を作成します。 

• 見積依頼を選択します。 

• 依頼先（仕入先）ごとに伝票
が生成されます。いずれかの
伝票を選択します。 

• 必要に応じて、担当者やＦＡＸ
番号などを設定します。 

• 修正ボタンをクリックします。 

• 外注見積または材料見積ボ
タンをクリックします。 

• 見積書依頼を印刷します。 

• 材料購入見積依頼書を印刷
します。 

• 依頼が終わったら、依頼送付
ボタンをクリックします。 
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見積依頼の回答情報を入力します。 

1. 回答登録を選択します。 

2. 見積回答を受け取った
伝票を選択します。 

3. 回答に従って数量、単
価等を入力します。 

4. 処理が終わったら処理
済ボタンをクリックしま
す。 

5. 状態が処理済になり、
画面から消えたことを
確認します。（実際の
内容は一覧→依頼伝
票 
にて確認できます。 
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回答をもとに項目値を集計します。 

1. 見積登録を選択し
ます。 

2. 回答のあった見積
結果を確認します。 

3. 合計ボタンをクリッ
クします。 

4. 原価単価（合計値）
を確認します。 

5. 見積金額を入力し
ます。 

6. 除外する項目があ
る場合は指定しま
す。 
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案件毎に見積書を確認し印刷します。 

• 見積表紙をクリックします。 

• 合計金額、日数等を確認
します。 

• 修正ボタンをクリックします。 

• 見積印刷ボタンをクリック
します。 

• 見積書を印刷します。 

• 最終的に受注となった場
合にはチェックします。 
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コンテキスト連携の記述（記述方法） 

コンテキスト 
（パネル） 

エンティティ 

コンテキスト 
（作業用） 

限定 

補助 

転記 

転記 
（マージ） 

条件 

条件 

条件 

対象 

対象 

対象 

コンテキスト 
（入出力） 

起動方法 

読み 

読み 
書き 

読み書き（追加あり） 

対象→対象 

対象>>対象 

代入 

集計 
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見積項目 

見積伝票 

得意先 

見積表紙（見積項目） 

見積表紙（伝票） 

見積表紙（得意先） 

ステップ１：見積伝票の表紙 

受注フラグ＝FALSE 

見積伝票ＩＤ 

除外フラグ＝TRUE 
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見積登録（見積項目） 

見積登録（原価項目） 見積登録（仕入先） 

見積登録（見積実績） 

原価項目（単価計算
用） 

見積項目 見積伝票 

原価項目 仕入先 

ステップ２：見積詳細情報の設定 

再利用＝TRUE 

再利用＝TRUE 

見積登録（見積伝票） 

見積登録（原価実績） 

得意先ＩＤ 

>>合計金額 
>>納入日数 

見積伝票ＩＤ 

見積伝票ＩＤ 

見積項目ＩＤ 

見積項目ＩＤ 

>>合計金額 
>>納入日数 

見積表紙（伝票） 

見積伝票ＩＤ 

原価区分 

図面番号 

仕入先ＩＤ、仕入先名 

依頼先、工程名、数量、単価、他 

図面番号 
名称 
材質、他 
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見積依頼（依頼伝票） 

見積依頼（原価項目） 
原価項目（依頼伝票

生成用） 

依頼伝票 

原価項目 

ステップ３：見積依頼の作成と印刷 

見積依頼区分＝未処理 

見積依頼区分＝未処理 
依頼伝票ＩＤ＝（未定義） 
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回答登録（依頼伝票） 

回答登録（明細） 

依頼伝票 

原価項目 

ステップ４：見積依頼回答の登録 

見積依頼区分＜済 
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コンテキサーでできること 

第六幕 

ＡＰＳＯＭ 
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開発メンテ型 

 

 

 

ＰＤＣＡ型 

費用 

年月 

費用 

年月 

初期 
投資 

次期 
投資 

初期投資 

定期 
投資 

定期 
投資 

保守費用 

持続的改善費用 

システム 
不満足度 

システム 
不満足度 

PDCA（カイゼン）型の開発 
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従来の情報システム 
アーキテクチャー 

今後の情報システム 
アーキテクチャー 

巨大な 
ＤＢ ミニ 

ＤＢ 

 ミニＤＢ 

業務Ａ 

業務Ｂ 

遠隔地 

業務Ａ 

業務Ｂ 

遠隔地 

XML 
メッセージ 

統合ＣＳ 
モデル 分散データ 

モデル 

餅は餅屋の情報システム 
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情報連携５つの心得 

【その１】情報の流れをせき止めない（フローの情
報は蓄積してはならない。） 

【その２】情報の後工程がお客様（受け手が望むタ
イミングと形式で提供する。） 

【その３】情報は必要以上に加工、伝達、集計しな
い（発生した場所で、生に近い形で保存する。） 

【その４】鮮度の落ちた情報は捨てる（自動的に廃
棄するしくみを組み込む。） 

【その５】情報の意味づけは利用者の責任（アク
ションに繋がらない情報は意味がない。） 
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システムに合わせてデータを入力する 

従来の方法 

現在のデータにシステムを合わせる 

ＩＴカイゼン 



©２０１２ ものづくりＡＰＳ推進機構 

データ 

データ 

データ 

データ 

エンティティ 

コンテキスト 
（パネル） 

データベース 

コンテキスト 
（パネル） 

コンテキスト 
（パネル） 

シート 

アクティビティ 
（業務要素） アクション 

業務サイド 情報サイド 

コンテキサーの内部構造 

内部 
データ 

外部データ 
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受注処理 

出荷処理 

請求処理 

受注
伝票 

受注
明細 

売掛
請求 

出荷
伝票 

得意先 
納入先 
品目 
価格 

中小製造業のＩＴ経営（ＩＴカイゼン） 

社内にすでに 
あるデータ 

業務の流れ 

す
ぐ
で
き
る
！ 

す
ぐ
で
き
る
！ 

す
ぐ
で
き
る
！ 
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ＦＩＴ＆ＧＡＰ型 ＩＴカイゼン型 

ＴＯ－ＢＥ 

ＡＳ－ＩＳ 

ＧＡＰ 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

ＡＳ－ＩＳ 

カイゼン 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

？？？ 

現在の業務を強くする！ 他の優れたしくみに変容する 

新しい“IT化”のアプローチ 
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移行プロセス 

データ 
ベース 

シート 

ロジック 

新シート 

コンテキスト 

コンテキスト 
コンテキスト 

レ
ガ
シ
ー 

Ｒ
Ｄ
Ｂ ステップ１ 

データ 
ベース 

新
Ｒ
Ｄ
Ｂ 

ステップ２ 

追加シート 追加 

追加 
追加 
ＤＢ 

追加 
ＤＢ 

ステップ３ 

既存システム 

並行作業 
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デモ 

コンテキサーを使ってみよう！ 

■ パネルレイアウト機能  ■ 操作画面デザイン機能 
■ ナビゲーション機能  ■ クロス集計機能 
■ 時系列展開機能  ■ 補助画面機能 
■ パネル間同期機能  ■ データ簡易集計機能 
■ 計算式定義機能  ■ 簡易フィルタ機能 
■ 複数条件フィルタ機能  ■ アラート表示機能 
■ テーブル演算機能  ■ 累計データ表示機能 
■ 一括修正・削除機能  ■ 親子データ複製機能 
■ ＲＤＢ連携機能   ■ ＣＳＶ入出力機能 
■ Ｅｘｃｅｌ連携機能  ■ 外部データ同期機能 
■ 複数インデックス機能  ■ 内部連結定義機能 
■ 自動採番管理機能  ■ グループ管理機能 
■ テンプレート機能  ■ 区分データ管理機能 
■ コマンド定義機能  ■ アドイン組込機能 
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ネットワーキング（交流） 
へ向けて 

第七幕 

ＡＰＳＯＭ 
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SImaru （さいまる） 
開発中（４月よりテスト運用） 

◆中小製造業／小規模製造業のネットワーク形成 

◆非定型（半定型）の企業間取引の情報インフラ 

◆コンテキサーとの連動によるシームレスな業務連携 
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案件画面 

現在の仕掛案件
がリストで表示さ

れます。 

案件に取引先を
招待します。 案件ごとにメッ

セージやファイル
を共有する相手
が表示されます。 

メッセージやファイルが時
系列で表示されます。 

過去の案件を再利用する
こともできます。 

不特定多数に見積り等を
依頼することができます。 

デモ 



©２０１２ ものづくりＡＰＳ推進機構 

まとめ 

• “ひと”でなければ伝わらない情報がある 

• “ひと”でなければ変えられないつくみがある 

• ITがわからなければ使わなくてもよい 

• 情報がわからない“ひと”はどこにもいない 

• アクションに変えない情報には意味がない 

• 組織は“ひと”によって強くなる 

• 情報を伝えあうことで組織が強くなる 

だから、・・・  ITカイゼン 
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今ね、電池のことを英語でコンピュー
ターっつうの。 

 そんなこと知らんようじゃ、お孫さんに
笑われちゃうじゃない。 

まったく、 
あなたは情（じょう）がないなぁ～ 

完 


